
 

 

重大事故等対応に係る現場訓練（シーケンス訓練）における成立性確認について 

１．目的 

全ての有効性評価の重要事故シーケンスと技術的能力の19 種類の手順を網羅的に
検証できる重要事故シーケンスを対象に、指定した訓練班で実時間ベースの実働訓練
を行い、適切に対応できることを確認する。 
 

２．対象範囲 

（１）対象シーケンス： 

Ⅰ 全交流動力電源喪失（主蒸気逃がし安全弁再閉失敗） 
Ⅱ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 
代替循環冷却系を使用する場合 
Ⅲ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 
代替循環冷却系を使用しない場合 
Ⅳ 使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故（想定事故２） 
Ⅴ 全交流動力電源喪失（運転停止中） 

（２）訓練項目の選定：  

Ⅱ又はⅢの重要事故シーケンスに、Ⅰ、Ⅳ及びⅤの重要事故シーケンスのうち現場

で実施する個別手順を加えたものを訓練項目とする。 

（３）訓練対象者： 

運転員、緊急時対策要員 

 

３．訓練頻度 

運転員、緊急時対策要員で構成する班の中から任意の班※を対象に年１回以上実施
する。 
※成立性の確認を行う班については、毎年特定の班に偏らないように配慮する。 
 

４．訓練の方法 

（１）基本事項 

ａ．重大事故等対応に必要な運転員及び緊急時対策要員が役割に応じ、各種手順書に
従って訓練を実施する。 
ｂ．訓練は、原則、実働（モックアップを含む）・実時間にて実施する。 

（２）配慮事項 

ａ．模擬操作 

弁の開閉操作、水中ポンプの海水への投入、燃料の給油及び機器の起動操作等
により原子炉施設の系統や設備に悪影響を与えるもの及び訓練により設備が損
傷又は劣化を促進するおそれのあるもの等については、模擬操作にて対応する
ことができる。 

ｂ．分割 

原則、訓練は一連で実施することとするが、長時間を要する訓練については分
割して実施することができる。 
 

５．成立性確認内容 

緊急時対策本部と中央制御室及び現場の連携が図られ、手順書に従い有効性評価の
成立性担保のために必要な操作が、完了すべき時間であるホールドポイント※内に完
了できることを確認する。 
※ホールドポイントとは以下の制限時間をいう。 

資料－４ 
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①重要事故シーケンスの解析結果に直接影響がある操作を完了すべき時間 
②被ばく評価に影響する操作を完了すべき時間 

（１）代表シーケンスの「成立性確認チェックシート」を用いて、シーケンス毎のホー
ルドポイントとして設定した時間内に対応できることをもって、成立性の確認を行
う。 
（２）個別の操作・作業においても、ホールドポイント内に完了できなかった場合の原
因究明のために、保安規定「表２０」に示す対応手段ごとの想定時間内に終えてい
ることをチェックする。 

以 上
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① 高圧・低圧注水機能喪失 ● ● ● ●

② 高圧注水・減圧機能喪失 ●

③
全交流動力電源喪失

（外部電源喪失＋DG喪失）
● ● ● ● ● ● ● ●

④
全交流動力電源喪失

（外部電源喪失＋DG喪失）＋RCIC失敗
● ● ● ● ● ● ● ●

⑤
全交流動力電源喪失

（外部電源喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失
● ● ● ● ● ● ● ●

⑥
全交流動力電源喪失

（外部電源喪失＋DG喪失）＋SRV再閉失敗
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑦
崩壊熱除去機能喪失

（取水機能が喪失した場合）
● ● ● ● ● ● ●

⑧
崩壊熱除去機能喪失

（残留熱除去系が故障した場合）
● ● ● ● ●

⑨ 原子炉停止機能喪失 ●

⑩ ＬＯＣＡ時注水機能喪失 ● ● ● ● ●

⑪
格納容器バイパス

（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）
●

⑫
雰囲気圧力・温度による静的負荷

（格納容器過圧・過温破損）

代替循環冷却を使用する場合

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑬
雰囲気圧力・温度による静的負荷

（格納容器過圧・過温破損）

代替循環冷却を使用しない場合

● ● ● ● ● ● ●

⑭
高圧溶融物放出／

格納容器雰囲気直接加熱
● ● ● ● ● ●

⑮
原子炉圧力容器外の

溶融燃料¦冷却材相互作用
● ● ● ● ● ●

⑯ 水素燃焼 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑰ 溶融炉心・コンクリート相互作用 ● ● ● ● ● ●

⑱ 想定事故１ ● ● ● ● ●

⑲ 想定事故２ ● ● ● ● ●

⑳ 崩壊熱除去機能喪失 ●

㉑ 全交流動力電源喪失 ● ● ● ● ● ●

㉒ 原子炉冷却材の流出 ●

㉓ 反応度の誤投入

机上シーケンス訓練で選定した訓練項目

重要事故シーケンスの代表性の説明
1.5 1.7 1.13 1.14 1.15

対象となる手順なし

運転中の原子炉にお

ける重大事故に至る

おそれがある事故

運転中の原子炉にお

ける重大事故

使用済燃料プールに

おける重大事故に至

るおそれがある事故

運転停止中の原子炉

における重大事故に

至るおそれがある事

故

訓練シーケンス選定対象

選定訓練シーケンスにより網羅可能

事故シーケンス

対応手順

可搬型代替注水ポ

ンプによる原子炉注

水操作と比べ、接続

口が異なるのみであ

り、類似していること

から確認可能

炉心損傷前後で排水ポンプ

水張り作業の復旧班の現場

対応は変わらないことから、

炉心損傷後ベント手順で包絡

可能

作業の成立性（完了時間）が

厳しいため、併せて実施

炉心損傷前後で代替原子炉

補機冷却系の復旧班の現場

対応は変わらないことから、

代替循環冷却系の手順で包

絡可能

運転員の要員数が異なることか

ら作業の成立時間が異なるが、

運転員のみの操作となるため

対象外とする

可搬型代替注水ポ

ンプによる原子炉注

水操作と比べ、接続

口が異なるのみであ

り、類似していること

から確認可能

可搬型代替注水ポンプの準備

から接続口へ接続するまでの

手順は同じであることから、包

絡可能
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包
絡
性

備
考

1
.
8

代 替 原 子 炉 補 機 冷 却 系 に よ る 補 機 冷 却 水 確

保

1
.
6

代 替 格 納 容 器 ス プ レ イ 冷 却 系 （ 可 搬 型 ） に

よ る 原 子 炉 格 納 容 器 内 へ の ス プ レ イ （ 淡 水

/ 海 水 ）

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 に よ る 原 子 炉 格 納

容 器 内 の 減 圧 及 び 除 熱

代 替 循 環 冷 却 系 使 用 時 に お け る 代 替 原 子 炉

補 機 冷 却 系 に よ る 補 機 冷 却 水 確 保

1
.
7

1
.
5

淡 水 貯 水 池 を 水 源 と し た 使 用 済 燃 料 プ ー ル

へ の 注 水 / ス プ レ イ

海 を 水 源 と し た 最 終 ヒ ー ト シ ン ク （ 海 ） へ

の 代 替 熱 輸 送

可 搬 型 代 替 注 水 ポ ン プ に よ る 復 水 貯 蔵 槽 へ

の 補 給 （ 淡 水 / 海 水 ）

1
.
1
3

低 圧 代 替 注 水 系 （ 可 搬 型 ） に よ る 原 子 炉 圧

力 容 器 へ の 注 水 （ 淡 水 / 海 水 ）

燃 料 プ ー ル 代 替 注 水 系 に よ る 常 設 ス プ レ イ

ヘ ッ ダ を 使 用 し た 使 用 済 燃 料 プ ー ル へ の 注

水 （ 淡 水 / 海 水 ）

1
.
1
1

サ プ レ ッ シ ョ ン ・ チ ェ ン バ を 水 源 と し た 原

子 炉 圧 力 容 器 及 び 原 子 炉 格 納 容 器 の 除 熱

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 の 淡 水

貯 水 池 を 水 源 と し た 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注

水
淡 水 貯 水 池 を 水 源 と し た 原 子 炉 格 納 容 器 内

の 冷 却

低 圧 代 替 注 水 系 （ 可 搬 型 ） に よ る 原 子 炉 圧

力 容 器 へ の 注 水 （ 淡 水 / 海 水 ）1
.
4

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 に よ る 原 子 炉 格 納

容 器 内 の 減 圧 及 び 除 熱

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 に よ る 原 子 炉 格 納

容 器 内 の 減 圧 及 び 除 熱 （ 現 場 操 作 ）

タ ン ク ロ ー リ か ら 各 機 器 等 へ の 給 油

1
.
1
4

計 器 の 故 障 時 に 状 態 を 把 握 す る た め の 手 段

（ 他 チ ャ ン ネ ル に よ る 計 測 ， 代 替 パ ラ メ ー

タ に よ る 推 定 ）

計 器 電 源 が 喪 失 し た 場 合 の 手 段 （ 蓄 電 池 ，

代 替 電 源 （ 交 流 ， 直 流 ） か ら の 給 電 ）

1
.
1
5

第 一 ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 ,  第 二 ガ ス タ ー

ビ ン 発 電 機 又 は 電 源 車 に よ る M / C  C 系

及 び M / C  D 系 受 電

軽 油 タ ン ク か ら タ ン ク ロ ー リ へ の 補 給

○

1
.
7
格
納
容

器
圧
力
逃
が

し
装
置
に
よ

る
原
子
炉
格

納
容
器
内
の

減
圧
及
び
除

熱
に
て
対

応
。

1
.
7
代
替
循

環
冷
却
系
使

用
時
に
お
け

る
代
替
原
子

炉
補
機
冷
却

系
に
よ
る
補

機
冷
却
水
確

保
。

同
一
操
作

－

○

1
.
4
の
と
お

り
。

1
.
6
の
と
お

り
。

○
○

可
搬
型
代
替

注
水
ポ
ン
プ

（
消
防
車
）

に
つ
い
て
は

ホ
ー
ス
の
接

続
先
の
違
い

だ
け
で
あ
る

た
め
、
1
.
4

の
個
別
手
順

で
確
認
可

能
。

1
.
5
の
と
お

り
。

○
○

1
.
5
の
と
お

り
。

可
搬
型
代
替

注
水
ポ
ン
プ

（
消
防
車
）

に
つ
い
て
は

ホ
ー
ス
の
接

続
先
の
違
い

だ
け
で
あ
る

た
め
、
1
.
4

の
個
別
手
順

で
確
認
可

能
。

△

同
一
操
作
で

あ
る
が
、
体

制
が
異
な
る

た
め
、
個
別

手
順
で
の
確

認
を
別
途
実

施
。

－

中
央
制
御
室

で
の
操
作
対

応
の
み
で
あ

る
た
め
不

要
。

○
○

○

可
搬
型
代
替

注
水
ポ
ン
プ

（
消
防
車
）

に
つ
い
て
は

ホ
ー
ス
の
接

続
先
の
違
い

だ
け
で
あ
る

た
め
、
1
.
4

の
個
別
手
順

で
確
認
可

能
。

△
○

○

1
.
1
1
の
と
お

り
。

○
○

M
/
C
 
D
の
場

合
。
M
/
C
 
C
の
場

合
は
5
0
分
。

重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
⑥
と
⑫
（
⑬
）
の
個
別
手
順
の
包
絡
性
に
つ
い
て

　
⑫
シ
ー
ケ
ン
ス
と
⑥
シ
ー
ケ
ン
ス
の
各
操
作
を
対
象
に
、
制
限
時
間
及
び
操
作
内
容
の
観
点
で
⑫
に
包
絡
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
結
果
を
表
に
示
す
。

重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
⑫
と
⑥
に
つ
い
て
比
較
し
た
結
果
、
両
シ
ー
ケ
ン
ス
に
登
場
す
る
各
個
別
手
順
の
制
限
時
間
及
び
操
作
内
容
は
一
部
を
除
き
⑫
の
各
操
作
に
包
絡
さ
れ
て
お
り
、
⑫
に
包
絡
さ
れ
て
い
な
い
手
順
に
つ
い
て
別
途
個

別
手
順
を
実
施
す
る
こ
と
で
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

同
一
操
作

－
同
一
操
作

同
一
操
作

同
一
操
作

同
一
操
作

同
一
操
作

○
○

タ
ン
ク
ロ
ー

リ
（
4
k
L
）

の
場
合
。

（
1
6
k
L
）
の

場
合
は
1
2
0

分
。

タ
ン
ク
ロ
ー

リ
（
4
k
L
）

の
場
合
。

（
1
6
k
L
）
の

場
合
は
9
0

分
。

○
○

－
同
一
操
作

－
－

－
－

－
－

－
－

－

事
故

シ
ー
ケ
ン
ス

対
応
手
順
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重大事故等対応に係る現場訓練（シーケンス訓練）における成立性確認について 

4445



様式－２（１／３） 

 

 現場シーケンス訓練 成立性確認チェックシート   訓練日   年  月  日 
⑫ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損・代替循環冷却を使用する場合）（１／２） 

事象発生時刻 

  時  分 

項目 要員 
要員数

（名） 
手順 

所要 

時間 

開始完了時間 
計測時間 

(b-a) 

チェックポイント(事象発生からの経過時間) 備考 

指示

(a) 

報告

(b) 

① 

25 分 

② 

30 分 

③ 

70 分 

④ 

120 分 

⑤ 

20 時間 

⑥ 

22.5 時間 

中央制御室での運転員による状況判断 運転員 ２ 

プラントパラメータ等から、給水流量全

喪失、全交流動力電源喪失、原子炉スク

ラム、タービントリップの確認 

10 分 

          

常設代替交流電源設備による受電 

運転員 １ 第一ガスタービン発電機起動 10 分           

運転員 １ 第一ガスタービン発電機給電 5 分           

運転員 １ 非常用高圧母線（Ｄ）受電前準備（中操） 15 分           

運転員 ４ 非常用高圧母線（Ｄ）受電前準備（現場） 15 分           

運転員 １ 非常用高圧母線（Ｄ）受電（中操） 5 分           

運転員 ２ 非常用高圧母線（Ｄ）受電（現場） 5 分           

運転員 １ 非常用高圧母線（Ｃ）受電前準備（中操） 10 分           

運転員 ２ 非常用高圧母線（Ｃ）受電前準備（現場） 25 分           

運転員 １ 非常用高圧母線（Ｃ）受電（中操） 5 分           

運転員 ２ 非常用高圧母線（Ｃ）受電（現場） 5 分           

非常用ガス処理系 運転確認 運転員 １ 非常用ガス処理系排風機運転確認 5 分           

低圧代替注水系（常設）による注水 

運転員 １ 
復水移送ポンプ（Ｂ）、（Ｃ）起動、系統

構成（中操） 
15 分 

          

運転員 ２ 
系統構成（現場）復水貯蔵槽吸込ライン

切替え 
30 分 

          

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による淡水

貯水池から復水貯蔵槽への補給 
緊対員 ６ 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）移動、

ホース敷設・接続など 
360 分 

          

代替原子炉補機冷却系運転 

運転員 ２ 代替原子炉補機冷却系系統構成（現場） 300 分           

緊対員 １３ 
資機材配置、ホース敷設、大容量送水車

起動 
10 時間 

          

原子炉格納容器内水素・酸素濃度計起動 運転員 １ 
格納容器内雰囲気モニタ系水素・酸素濃

度計起動 
30 分 

          

代替循環冷却系運転 

運転員 １ 
系統構成（中操）（低圧代替注水に影響

のない範囲） 
30 分 

          

運転員 ４ 
系統構成（現場）（低圧代替注水に影響

のない範囲） 
120 分 

          

運転員 １ 系統構成（中操）（低圧代替注水停止後） 30 分           

運転員 ２ 系統構成（現場）（低圧代替注水停止後） 30 分           

運転員 ２ 系統構成（現場）（RHR、HPCF 廻り） 30 分           

運転員 ２ 復水移送ポンプ起動 5 分           

所要時間：保安規定 表－２０に定める対応手段の想定時間 
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様式－２（２／３） 

 

現場シーケンス訓練 成立性確認チェックシート   訓練日   年  月  日 
 

⑫ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損・代替循環冷却を使用する場合）（２／２） 
事象発生時刻 

  時  分 

項目 要員 
要員数

（名） 
手順 

所要 

時間 

開始完了時間 
計測時間 

(b-a) 

チェックポイント(事象発生からの経過時間) 備考 

指示

(a) 

報告

(b) 

① 

25 分 

② 

30 分 

③ 

70 分 

④ 

120 分 

⑤ 

20 時間 

⑥ 

22.5 時間 

給油 

緊対員 ２ 
軽油タンクからタンクローリ（４ｋｌ）

への補給 
140 分 

          

緊対員 ２ 
軽油タンクからタンクローリ（１６ｋ

ｌ）への補給 
120 分 

          

 

 

ホールドポイントの説明 
番号 チェックポイント 制限時間 制限時間の設定根拠 

① 
常設代替交流電源設備（第一ガスタービン発電機）

からの給電操作 
25 分 

事象（全交流動力電源喪失）認知（事象発生後 10 分）から常設代替交流電源設備による給電準備を開始し、非常用 M/C の受電

を開始する時間（25 分）までに対応できること。 

② 非常用ガス処理系起動による原子炉建屋内負圧操作 30 分 常設代替交流電源設備による給電完了後、非常用ガス処理系を起動する時間（30 分）までに対応できること。 

③ 低圧代替注水系（常設）による原子炉注水操作 70 分 
常設代替交流電源設備による給電完了後、低圧代替注水系（常設）による原子炉へ注水する時間（70 分）までに対応できるこ
と。 

④ 
代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容
器冷却操作 

120 分 格納容器が限界温度に到達することを防止するため、格納容器温度が 190℃に到達した時間（120 分）に対応できること。 

⑤ 代替原子炉補機冷却系運転操作 20 時間 
構外からの参集要員が到着（10 時間）後、代替原子炉補機冷却系による補機冷却水を通水する時間（20 時間）までに対応でき

ること。 

⑥ 代替循環冷却系による格納容器の除熱操作 22.5 時間 
代替原子炉補機冷却系運転開始後、代替循環冷却系による格納容器の除熱を行う時間（22.5 時間）までに対応を開始できるこ

と。 

 

 

 

所要時間：保安規定 表－２０に定める対応手段の想定時間 
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様式－２（３／３） 

 

現場シーケンス訓練 成立性確認チェックシート   訓練日   年  月  日 
⑬ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損・代替循環冷却を使用しない場合） 

事象発生時刻 

  時  分 

項目 要員 
要員数

（名） 
手順 

所要 

時間 

開始完了時間 
計測時間 

(b-a) 

チェックポイント(事象発生からの経過時間) 備考 

指示

(a) 

報告

(b) 

① 

25 分 

② 

30 分 

③ 

70 分 

④ 

120 分 

⑤ 

38 時間 

中央制御室での運転員による状況判断 運転員 ２ 

プラントパラメータ等から、給水流量全喪失、全交流

動力電源喪失、原子炉スクラム、タービントリップの

確認 

10 分 

         

常設代替交流電源設備による受電 

運転員 １ 第一ガスタービン発電機起動 10 分          

運転員 １ 第一ガスタービン発電機給電 5 分          

運転員 １ 非常用高圧母線（Ｄ）受電前準備（中操） 15 分          

運転員 ４ 非常用高圧母線（Ｄ）受電前準備（現場） 15 分          

運転員 １ 非常用高圧母線（Ｄ）受電（中操） 5 分          

運転員 ２ 非常用高圧母線（Ｄ）受電（現場） 5 分          

運転員 １ 非常用高圧母線（Ｃ）受電前準備（中操） 10 分          

運転員 ２ 非常用高圧母線（Ｃ）受電前準備（現場） 25 分          

運転員 １ 非常用高圧母線（Ｃ）受電（中操） 5 分          

運転員 ２ 非常用高圧母線（Ｃ）受電（現場） 5 分          

非常用ガス処理系 運転確認 運転員 １ 非常用ガス処理系排風機運転確認 5 分          

低圧代替注水系（常設）による注水 
運転員 １ 復水移送ポンプ（Ｂ）、（Ｃ）起動、系統構成（中操） 15 分          

運転員 ２ 系統構成（現場）復水貯蔵槽吸込ライン切替え 30 分          

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）による淡水

貯水池から復水貯蔵槽への補給 
緊対員 ６ 

可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）移動、ホース敷設・

接続など 
360 分 

         

格納容器ベント 

運転員 １ 非常用ガス処理系停止、バウンダリ構成（中操） 60 分          

運転員 ２ バウンダリ構成（現場） 60 分          

緊対員 ２ 6 号炉フィルタ装置排水ポンプ廻りの水張り 60 分          

緊対員 ２ 7 号炉フィルタ装置排水ポンプ廻りの水張り 60 分          

運転員 ２ 格納容器二次隔離弁操作 60 分          

給油 
緊対員 ２ 軽油タンクからタンクローリ（４ｋｌ）への補給 140 分          

緊対員 ２ 軽油タンクからタンクローリ（１６ｋｌ）への補給 120 分          

ホールドポイントの説明 
番号 チェックポイント 制限時間 制限時間の設定根拠 

① 
常設代替交流電源設備（第一ガスタービン発電機）
からの給電操作 

25 分 
事象（全交流動力電源喪失）認知（事象発生後 10 分）から常設代替交流電源設備による給電準備を開始し、非常用 M/C の受電
を開始する時間（25 分）までに対応できること。 

② 非常用ガス処理系起動による原子炉建屋内負圧操作 30 分 常設代替交流電源設備による給電完了後、非常用ガス処理系を起動する時間（30 分）までに対応できること。 

③ 低圧代替注水系（常設）による原子炉注水操作 70 分 常設代替交流電源設備による給電完了後、低圧代替注水系（常設）による原子炉へ注水する時間（70分）までに対応できること。 

④ 
代替格納容器スプレイ冷却系（常設）による格納容
器冷却操作 

120 分 格納容器が限界温度に到達することを防止するため、格納容器温度が 190℃に到達した時間（120 分）に対応できること。 

⑤ 格納容器圧力逃がし装置による格納容器の除熱操作 38 時間 格納容器の最高使用圧力（0.62MPa）に接近した時間（38 時間）に対応できること。 

 

所要時間：保安規定 表－２０に定める対応手段の想定時間 

4748



 

 

重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑫雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用する場合）（１／５） 

 訓練項目 手順書 

運
転
員 

状況判断 全交流動力電源喪失確認 ・７号機 事故時運転操作手順

書（徴候ベース） 

・原子炉制御 ＲＣ「スクラム」 

原子炉スクラム、タービントリッ

プ確認 

格納容器内水素濃度監視 格納容器内水素濃度監視 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

常設代替交流電源による受

電 

第一ガスタービン発電機起動・給

電 

・７号機 事故時運転操作手順

書（徴候ベース） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＰＳ／Ｒ「交流／直流電源供給回復」 

 

・①電源確保戦略 第一ガスタービン発電機起動 非常用高圧母線Ｄ受電 

非常用高圧母線Ｃ受電 

非常用ガス処理系運転 非常用ガス処理系運転確認・監視 ・７号機 事故時運転操作手順

書（徴候ベース） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＰＳ／Ｒ「交流／直流電源供給回復」 

 

・⑭その他戦略 ＳＧＴＳ（Ａ（Ｂ））によるＲ／Ｂ負圧

維持及び放射性物質除去 

低圧代替注水系（常設）に

よる原子炉注水操作 

復水移送ポンプ起動・運転確認 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＳＯＰ－１「ＲＰＶ制御」 

 

・③Ｒｘ注水戦略 ＭＵＷＣによる原子炉注水 
低圧代替注水系（常設）系統構成 

代替格納容器スプレイ冷却

系（常設）による格納容器

スプレイ操作 

代替格納容器スプレイ系冷却系

（常設）系統構成 

・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・⑤格納容器スプレイ戦略 ＭＵＷＣによるＰＣＶスプレ

イ 

中央制御室照明確保 蓄電池内蔵型照明の点灯確認、可

搬型照明設置、点灯 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・⑮中央制御室居住性確保戦略 中央制御室照明確保 
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重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑫雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用する場合）（２／５） 

 訓練項目 手順書 

運
転
員 

中央制御室 圧力調整 陽圧化系統構成、空調機起動 ・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・⑮中央制御室居住性確保戦略 可搬型陽圧化空調機によ

る中央制御室陽圧化 

中央制御室 待避室準備 待避室照明確保、ＳＰＤＳ起動、

陽圧化装置空気供給元弁開 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・⑮中央制御室居住性確保戦略 中央制御室待避室の照明

確保、データ表示装置起動、通信設備使用 

格納容器薬品注入操作 格納容器への薬品注入 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・④圧力制御戦略 炉心損傷後格納容器薬品注入 

格納容器頂部注水系による

原子炉ウェル注水 

原子炉ウェル注水監視 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・⑦ＳＦＰ注水、ウェル注水、ＳＦＰ監視戦略 消防車に

よる原子炉ウェル注水 

格納容器ベント準備 系統構成 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・④圧力制御戦略 炉心損傷後ＰＣＶベント（フィルタベ

ント使用（Ｓ／Ｃ）） 

代替原子炉補機冷却系起動 代替原子炉補機冷却系現場系統構

成 

・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－１「ＲＰＶ制御」 

 

・⑧代替除熱戦略 代替Ｈｘによる補機冷却水（Ａ（Ｂ））

確保 

 

4950



 

 

重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑫雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用する場合）（３／５） 

 訓練項目 手順書 

運
転
員 

格納容器内雰囲気モニタ系

（水素・酸素濃度計）起動 

ＣＡＭＳ水素・酸素濃度計起動・

監視 

・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・ＳＯＰ－１「ＲＰＶ制御」 

低圧代替注水系（可搬型）

による原子炉注水 

系統構成（中操、現場） ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＳＯＰ－１「ＲＰＶ制御」 

 

・③Ｒｘ注水戦略 消防車による原子炉注水 

代替循環冷却系運転操作 代替循環冷却系系統構成（中操、

現場） 

・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・⑩格納容器除熱戦略 代替循環冷却系によるＰＣＶ内の

減圧及び除熱 

代替循環冷却系起動・監視 

使用済燃料プール冷却 燃料プール冷却浄化系系統構成・

起動 

・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－３「Ｒ／Ｂ制御」 

 

・⑪ＳＦＰ除熱戦略 ＦＰＣによるＳＦＰ除熱 
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重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑫雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用する場合）（４／５） 

 訓練項目 手順書 

緊
急
時
対
策
要
員 

格納容器頂部注水系による

原子炉ウェル注水 

可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級）

設置、ホース敷設、注水操作 

・７号機 多様なハザード対

応手順書 

・第２章 注水編  

２－２原子炉ウェル注水，格納容器スプレイ，ＳＦＰ注水 

消防車による送水（防火水槽使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用不可） 

可搬型代替注水ポンプ（Ａ

－２級）による淡水貯水池

から復水貯蔵槽への補給 

可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級）

設置、ホース敷設、注水操作 

・７号機 多様なハザード対

応手順書 

・第３章 送水編   

消防車による CSP への補給（防火水槽使用可） 

消防車による CSP への補給（送水ライン使用可） 

消防車による CSP への補給（送水ライン使用不可） 

給油（可搬型代替注水ポン

プ（Ａ－２級）） 

軽油タンクからタンクローリ（４ｋ

ｌ）への補給 

・共通 多様なハザード対応

手順書 

・第７章 燃料編  

非常用 D/G 軽油タンクからタンクローリへの給油 

タンクローリから可搬型代替注水

ポンプへの補給 

・共通 多様なハザード対応

手順書 

・第７章 燃料編  

タンクローリから各機器等への給油 

格納容器ベント準備 ７号炉フィルタ装置排水ポンプ水

張り 

・７号機 多様なハザード対

応手順書 

・第５章 格納容器編  

フィルタ装置ドレン移送ポンプ水張り 

代替原子炉補機冷却系起動 代替原子炉補機冷却系資機材配置、

ホース敷設 

・７号機 多様なハザード対

応手順書 

・第４章 除熱編  

４－１補機冷却水確保（Ａ系西側接続口使用） 

熱交換器ユニットによる補機冷却水確保 

４－２補機冷却水確保（Ｂ系南側接続口使用） 

熱交換器ユニットによる補機冷却水確保 

代替原子炉補機冷却系起動・監視 

 

5152



 

 

重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑫雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用する場合）（５／５） 

 訓練項目 手順書 

緊
急
時
対
策
要
員 

給油（大容量送水車、電源

車） 

電源車、大容量送水車への給油 ・共通 多様なハザード対応

手順書 

・第７章 燃料編  

タンクローリから各機器等への給油 

低圧代替注水系（可搬型）

による原子炉注水 

可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級）

設置、ホース敷設、注水操作 

・７号機 多様なハザード対

応手順書 

・第２章 注水編  

２－２原子炉ウェル注水，格納容器スプレイ，ＳＦＰ注水 

消防車による送水（防火水槽使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用不可） 

使用済燃料プール冷却 可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級）

設置、燃料プールへの補給 

・７号機 多様なハザード対

応手順書 

・第２章 注水編  

２－２原子炉ウェル注水，格納容器スプレイ，ＳＦＰ注水 

消防車による送水（防火水槽使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用不可） 

給油（第一ガスタービン発

電機） 

軽油タンクからタンクローリ（１６

ｋｌ）への給油 

・共通 多様なハザード対応

手順書 

・第７章 燃料編  

非常用 D/G 軽油タンクからタンクローリへの給油 

タンクローリから第一ガスタービ

ン発電機への給油 

・共通 多様なハザード対応

手順書 

・第７章 燃料編  

タンクローリから各機器等への給油 
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重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑬雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用しない場合）（１／６） 

 訓練項目 手順書 

運
転
員 

状況判断 全交流動力電源喪失確認 ・７号機 事故時運転操作手順

書（徴候ベース） 

・原子炉制御 ＲＣ「スクラム」 

原子炉スクラム、タービントリッ

プ確認 

格納容器内水素濃度監視 格納容器内水素濃度監視 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 
・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

常設代替交流電源による受

電 

第一ガスタービン発電機起動・給

電 

・７号機 事故時運転操作手順

書（徴候ベース） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＰＳ／Ｒ「交流／直流電源供給回復」 

 

・①電源確保戦略 第一ガスタービン発電機起動 非常用高圧母線Ｄ受電 

非常用高圧母線Ｃ受電 

非常用ガス処理系運転 非常用ガス処理系運転確認・監視 ・７号機 事故時運転操作手順

書（徴候ベース） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＰＳ／Ｒ「交流／直流電源供給回復」 

 

・⑭その他戦略 ＳＧＴＳ（Ａ（Ｂ））によるＲ／Ｂ負圧

維持及び放射性物質除去 

低圧代替注水系（常設）に

よる原子炉注水操作 

復水移送ポンプ起動・運転確認 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＳＯＰ－１「ＲＰＶ制御」 

 

・③Ｒｘ注水戦略 ＭＵＷＣによる原子炉注水 
低圧代替注水系（常設）系統構成 

代替格納容器スプレイ冷却

系（常設）による格納容器

スプレイ操作 

代替格納容器スプレイ系冷却系

（常設）系統構成 

・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・⑤格納容器スプレイ戦略 ＭＵＷＣによるＰＣＶスプレ

イ 

中央制御室照明確保 蓄電池内蔵型照明の点灯確認、可

搬型照明設置、点灯 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・⑮中央制御室居住性確保戦略 中央制御室照明確保 
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重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑬雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用しない場合）（２／６） 

 訓練項目 手順書 

運
転
員 

中央制御室 圧力調整 陽圧化系統構成、空調機起動 ・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・⑮中央制御室居住性確保戦略 可搬型陽圧化空調機によ

る中央制御室陽圧化 

中央制御室 待避室準備 待避室照明確保、ＳＰＤＳ起動、

陽圧化装置空気供給元弁開 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・⑮中央制御室居住性確保戦略 中央制御室待避室の照明

確保、データ表示装置起動、通信設備使用 

格納容器薬品注入操作 格納容器への薬品注入 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・④圧力制御戦略 炉心損傷後格納容器薬品注入 

格納容器頂部注水系による

原子炉ウェル注水 

原子炉ウェル注水監視 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・⑦ＳＦＰ注水、ウェル注水、ＳＦＰ監視戦略 消防車に

よる原子炉ウェル注水 

代替原子炉補機冷却系起動 代替原子炉補機冷却系現場系統構

成 

・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－１「ＲＰＶ制御」 

 

・⑧代替除熱戦略 代替Ｈｘによる補機冷却水（Ａ（Ｂ））

確保 

使用済燃料プール冷却 燃料プール冷却浄化系系統構成・

起動 

・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－３「Ｒ／Ｂ制御」 

 

・⑪ＳＦＰ除熱戦略 ＦＰＣによるＳＦＰ除熱 
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重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑬雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用しない場合）（３／６） 

 訓練項目 手順書 

運
転
員 

中央制御室 待避室陽圧化 陽圧化装置空気供給弁開 ・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

・⑮中央制御室居住性確保戦略 中央制御室待避室の照明

確保、データ表示装置起動、通信設備使用 

格納容器ベント準備 系統構成 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・④圧力制御戦略 炉心損傷後ＰＣＶベント（フィルタベ

ント使用（Ｓ／Ｃ）） 

格納容器ベント 格納容器ベント操作・監視 ・７号機 事故時運転操作手順

書（シビアアクシデント） 

・７号機 ＡＭ設備別操作手順

書 

 

・ＳＯＰ－２「ＰＣＶ制御」 

 

・④圧力制御戦略 炉心損傷後ＰＣＶベント（フィルタベ

ント使用（Ｓ／Ｃ）） 
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重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑬雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用しない場合）（４／６） 

 訓練項目 手順書 

緊
急
時
対
策
要
員 

格納容器頂部注水系による

原子炉ウェル注水 

可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級）

設置、ホース敷設、注水操作 

・７号機 多様なハザード対応

手順書 

・第２章 注水編  

２－２原子炉ウェル注水，格納容器スプレイ，ＳＦＰ注水 

消防車による送水（防火水槽使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用不可） 

代替原子炉補機冷却系起動 代替原子炉補機冷却系資機材配

置、ホース敷設 

・７号機 多様なハザード対応

手順書 

・第４章 除熱編  

４－１補機冷却水確保（Ａ系西側接続口使用） 

熱交換器ユニットによる補機冷却水確保 

４－２補機冷却水確保（Ｂ系南側接続口使用） 

熱交換器ユニットによる補機冷却水確保 

代替原子炉補機冷却系起動・監視 

使用済燃料プール冷却 可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２級）

設置、燃料プールへの補給 

・７号機 多様なハザード対応

手順書 

・第２章 注水編  

２－２原子炉ウェル注水，格納容器スプレイ，ＳＦＰ注水 

消防車による送水（防火水槽使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用可） 

消防車による送水（送水ライン使用不可） 
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重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑬雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用しない場合）（５／６） 

 訓練項目 手順書 

緊
急
時
対
策
要
員 

可搬型代替注水ポンプ（Ａ

－２級）による淡水貯水池

から復水貯蔵槽への補給 

可搬型代替注水ポンプ（Ａ－２

級）設置、ホース敷設、注水操作 

・７号機 多様なハザード対応

手順書 

・第３章 送水編   

消防車による CSP への補給（防火水槽使用可） 

消防車による CSP への補給（送水ライン使用可） 

消防車による CSP への補給（送水ライン使用不可） 

給油（可搬型代替注水ポン

プ（Ａ－２級）） 

軽油タンクからタンクローリ（４

ｋｌ）への補給 

・共通 多様なハザード対応手

順書 

・第７章 燃料編  

非常用 D/G 軽油タンクからタンクローリへの給油 

タンクローリから可搬型代替注

水ポンプへの補給 

・共通 多様なハザード対応手

順書 

・第７章 燃料編  

タンクローリから各機器等への給油 

格納容器ベント ７号炉 フィルタ装置排水ポン

プ水張り 

・７号機 多様なハザード対応

手順書 

・第５章 格納容器編  

フィルタ装置ドレン移送ポンプ水張り 

７号炉 フィルタ装置水位調整 ・７号機 多様なハザード対応

手順書 

・第５章 格納容器編  

フィルタベント水位調整（水張り） 

・第５章 格納容器編  

フィルタベント水位調整（水抜き） 

７号炉 フィルタ装置薬液補

給・ｐＨ調整 

・７号機 多様なハザード対応

手順書 

・第５章 格納容器編  

フィルタ装置スクラバ水 pH 調整 

７号炉 ドレン移送ラインＮ２

パージ 

・７号機 多様なハザード対応

手順書 

・第５章 格納容器編  

ドレン移送ライン N2 パージ 

 

5758



 

 

重要事故シーケンスで使用する手順書 ⑬雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用しない場合）（６／６） 

 訓練項目 手順書 

緊
急
時
対
策
要
員 

給油（第一ガスタービン発

電機） 

軽油タンクからタンクローリ（１

６ｋｌ）への給油 

・共通 多様なハザード対応手

順書 

・第７章 燃料編  

非常用 D/G 軽油タンクからタンクローリへの給油 

タンクローリから第一ガスター

ビン発電機への給油 

・共通 多様なハザード対応手

順書 

・第７章 燃料編  

タンクローリから各機器等への給油 

 

5859



 

 

責任者 1人

6号 当直副長 1人

7号 当直副長 1人

通報連絡者 5人

6号 7号 6号 7号 6号 7号

・給水流量の全喪失確認

・全交流動力電源喪失確認

・原子炉スクラム，タービン・トリップ確認

－ － － － － － ・非常用ディーゼル発電機　機能回復

－ － － － － － ・外部電源　回復

高圧／低圧注水機能喪失調査，復旧操作

（解析上考慮せず）
－ － － － － － ・給水系，原子炉隔離時冷却系，高圧炉心注水系，残留熱除去系　機能回復

原子炉格納容器内水素濃度監視
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・原子炉格納容器内水素濃度監視

常設代替交流電源設備準備操作

　　（第一ガスタービン発電機）
－ － － － ・第一ガスタービン発電機　起動

常設代替交流電源設備運転

　　（第一ガスタービン発電機）
－ － － － ・第一ガスタービン発電機　給電

5

分

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　D系　受電前準備（中央制御室）

－ －

4人

C,D

E,F

4人

c,d

e,f

－ － ・放射線防護装備準備／装備

－ －
（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　D系　受電前準備

　（電源盤受電準備）

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　D系　受電前準備

　（コントロール建屋負荷抑制）

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　D系　受電確認

5

分

－ －
（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ － ・非常用高圧母線　D系　受電

5

分

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　C系　受電前準備（中央制御室）

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　C系　受電前準備

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　C系　受電確認

5

分

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ － ・非常用高圧母線　C系　受電

5

分

－ － － － ・非常用ガス処理系排風機　運転確認
5

分

－ － － －
・原子炉建屋差圧監視

・原子炉建屋差圧調整

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・復水移送ポンプ（B，C）起動／運転確認

・低圧代替注水系（常設）系統構成

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・低圧代替注水系（常設） 現場系統構成

　※復水貯蔵槽吸込ライン切替え

低圧代替注水系（常設）　注水操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　注入弁操作

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）　操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　スプレイ弁操作

中央制御室照明確保

（解析上考慮せず）

（1人）

B

（1人）

b
－ － － －

・蓄電池内蔵照明の点灯確認

・可搬型照明の設置，点灯

－ － － － ・MCR系　隔離弁操作 交流電源回復により遠隔操作可能な場合は遠隔にて隔離操作を実施する

－ － － － ・中央制御室可搬型陽圧化空調機ブロアユニット起動

（1人）

B

（1人）

b
－ － － －

・中央制御室待避室照明確保

・中央制御室待避室データ表示装置起動操作

－ － －
（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・中央制御室待避室陽圧化装置空気供給元弁開

格納容器薬品注入操作

（解析上考慮せず）
－ －

（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ － ・格納容器スプレイにあわせた薬品注入

経過時間（分）
備考

10 20 30 40 50 60

当直長
中央監視

緊急時対策本部連絡

指揮者

250 260 270 280 290 300190 200 210 220 230 240130 140 150 160 170 18070

各号炉運転操作指揮

緊急時対策本部要員
中央制御室連絡

発電所外部連絡

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

緊急時対策要員

（現場）

310 320

操作項目

実施箇所・必要人員数

操作の内容

80 90 100 110 120

交流電源回復操作

（解析上考慮せず）

状況判断
2人

A,B

2人

a.b
－ － － － 10分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　D系　受電操作

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　C系　受電準備操作

10分

25分

適宜実施

（1人）

A

（1人）

a

10分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　D系　受電準備操作

15分

10分

15分

15分

破断口まで水位回復後，原子炉注水と格納容器スプレイ切替え

原子炉注水と格納容器スプレイ切替え

15分
・蓄電池内蔵照明の点灯確認は対応操作中に確認可能

・可搬型照明の設置，点灯作業は適宜実施する

中央制御室　圧力調整

（中央制御室可搬型陽圧化空調機ブロアユニット起動）

（解析上考慮せず）

（2人）

C,D

（2人）

c,d

30分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　C系　受電操作

非常用ガス処理系　運転確認
（1人）

A

（1人）

a

適宜実施

低圧代替注水系（常設）　準備操作

15分

30分

30分

中央制御室待避室の準備操作

（解析上考慮せず）

10分

30分

格納容器スプレイにあわせて実施

常設代替交流電源設備による給電開始

原子炉注水開始

事象発生

原子炉スクラム

プラント状況判断

炉心損傷開始

燃料被覆管温度1200℃到達

燃料温度約2500K(約2227℃)到達

非常用ガス処理系 運転開始

 

「重要事故シーケンス⑫雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用する場合）」の作業と所要時間（１／２） 

5960



 

 

6号 7号 6号 7号 6号 7号

低圧代替注水系（常設）　注水操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　注入弁操作

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）

操作

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　スプレイ弁操作

非常用ガス処理系による原子炉建屋負圧

操作

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・原子炉建屋差圧監視

・原子炉建屋差圧調整

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉ウェル注水

・放射線防護装備準備／装備

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉ウェルへの注水準備

　（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）移動，ホース敷設（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）から接続

口），ホース接続）

（2人） （2人） ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉ウェルへの注水

・放射線防護装備準備

・現場移動

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への注水準備

　（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）移動，ホース敷設（淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ（A-2

級），可搬型代替注水ポンプ（A-2級）から接続口），ホース接続，ホース水張り）

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への補給

給油準備 － － － － ・軽油タンクからタンクローリ（16kL）への補給

給油作業 － － － － ・第一ガスタービン発電機用燃料タンクへの給油

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・格納容器ベント準備

－ － － － （2人） （2人）
・フィルタ装置水位調整準備

　（排水ポンプ水張り）
60分

（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・代替原子炉補機冷却系　現場系統構成

・放射線防護装備準備／装備

・現場移動

・資機材配置及びホース敷設，起動及び系統水張り

給油準備 － － － － ・軽油タンクからタンクローリ（4kL）への補給

給油作業 － － － －
・電源車への給油

・大容量送水車（熱交換器ユニット用）への給油

代替原子炉補機冷却系　運転 － － － －
※3

（3人）

※3

（3人）

・代替原子炉補機冷却系　運転状態監視

－ － － － ・原子炉格納容器内水素・酸素濃度計（CAMS）起動操作

－ － － － ・原子炉格納容器内水素・酸素濃度監視

（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉への注水準備

・放射線防護装備準備／装備

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉への注水準備

　（ホース敷設（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）から接続口），ホース接続）

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・代替循環冷却系　中央制御室系統構成

－ －

(4人)

C ,D

E ,F

(4人)

c, d

e, f

－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

（低圧代替注水に影響のない部分）

・原子炉注水／格納容器スプレイ弁切替え

・復水移送ポンプ停止

・代替循環冷却系　中央制御室系統構成

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

（復水貯蔵槽吸込弁）

－ －
（2人）

C,D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・代替循環冷却系　現場系統構成

 （残留熱除去系高圧炉心注水系第一止め弁，第二止め弁）

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・低圧注水系　注入弁操作

・原子炉注水状態確認

－ － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉への注水

代替循環冷却系　運転開始
（2人）

A,B

（2人）

a,b
－ － － －

・復水移送ポンプ起動

・低圧注水系注入弁，格納容器スプレイ弁操作

代替循環冷却系　運転状態監視
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・代替循環冷却系による原子炉圧力容器，原子炉格納容器の状態監視

－ － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による使用済燃料プールへの補給

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・燃料プール冷却浄化系　系統構成

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・燃料プール冷却浄化系　再起動

・放射線防護装備準備／装備

・軽油タンクからタンクローリ（4kL）への補給

給油作業 － － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）への給油

必要人員数　合計
2人

A,B

2人

a, b

4人

C,D,E ,F

4人

c, d,e, f
※　有効性評価で考慮しない作業を含めると要員は「12人」となる

（　）内の数字は他の作業終了後，移動して対応する人員数。

経過時間（時間）
備考

2 4 6 8 10 12

操作項目

実施箇所・必要人員数

操作の内容

14 16 18 20 22 24

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

緊急時対策要員

（現場）

適宜原子炉注水と格納容器スプレイの切替えを繰り返し実施

26 28 30 32

適宜実施

原子炉ウェル注水

（解析上考慮せず）

上部ドライウェル内雰囲気温度低下を確認

蒸発による水位低下を考慮して定期的に注水

－ － － －

2人 2人

※1

（2人）

120分

　　　　適宜実施

格納容器ベント準備操作

（解析上考慮せず）

・代替循環冷却系が不調の場合に備えて格納容器ベント準備操作を実施する。

・代替循環冷却系が不調の場合に備えて格納容器ベント準備操作を実施する。

120分

適宜実施

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による

淡水貯水池から復水貯蔵槽への補給
－ － － － 360分

適宜実施

適宜実施

原子炉格納容器内水素・酸素濃度計

（CAMS）再起動

（1人）

B

（1人）

b

代替原子炉補機冷却系　準備操作 － －

360分

－ －

13人

（参集）

※2，※3

13人

（参集）

※2，※3
600分

代替循環冷却系　準備操作

　（系統構成1）
120分

代替循環冷却系　準備操作

　（系統構成2）

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

適宜実施

8人※

（参集要員36人）

6人

(4人),※1

10人

（参集）

（10人）

（6人）

給油準備 － － － －
2人

120分

低圧代替注水系（可搬型）による

原子炉への注水

使用済燃料プール冷却　再開

（解析上考慮せず）

120分

低圧代替注水系（可搬型）による

原子炉注水　準備操作
－ －

低圧代替注水停止までに

現場操作を行う。

（操作時間30分）

－ －

※2

（2人）

適宜実施

360分

事象発生

炉心損傷開始

破断口まで水位回復確認

代替原子炉補機冷却系 運転開始

代替循環冷却系 切替開始

原子炉注水開始

代替循環冷却系 運転開始

破断口まで水位回復後は，適宜原子炉注水と格納容器スプレイの切替えを繰り返し実施

この時間内に実施

この時間内に実施

適宜実施

適宜実施

10分

10分

30分

10分

140分

30分

10分

30分

30分

30分

30分

30分

50分

5分

30分

30分

10分

140分

 

「重要事故シーケンス⑫雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用する場合）」の作業と所要時間（２／２） 

6061



 

 

責任者 1人

6号 当直副長 1人

7号 当直副長 1人

通報連絡者 5人

6号 7号 6号 7号 6号 7号

・給水流量の全喪失確認

・全交流動力電源喪失確認

・原子炉スクラム，タービン・トリップ確認

－ － － － － － ・非常用ディーゼル発電機　機能回復

－ － － － － － ・外部電源　回復

高圧／低圧注水機能喪失調査，復旧操作

（解析上考慮せず）
－ － － － － － ・給水系，原子炉隔離時冷却系，高圧炉心注水系，残留熱除去系　機能回復

原子炉格納容器内水素濃度監視
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・原子炉格納容器内水素濃度監視

常設代替交流電源設備準備操作

　　（第一ガスタービン発電機）
－ － － － ・第一ガスタービン発電機　起動

常設代替交流電源設備運転

　　（第一ガスタービン発電機）
－ － － － ・第一ガスタービン発電機　給電

5

分

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　D系　受電前準備（中央制御室）

－ －

4人

C, D

E, F

4人

c,d

e,f

－ － ・放射線防護装備準備／装備

－ －
（2人）

C, D

（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　D系　受電前準備

　（電源盤受電準備）

－ －
（2人）

E, F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　D系　受電前準備

　（コントロール建屋負荷抑制）

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　D系　受電確認

5

分

－ －
（2人）

C, D

（2人）

c,d
－ － ・非常用高圧母線　D系　受電

5

分

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　C系　受電前準備（中央制御室）

－ －
（2人）

E, F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・非常用高圧母線　C系　受電前準備

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・非常用高圧母線　C系　受電確認

5

分

－ －
（2人）

E, F

（2人）

e,f
－ － ・非常用高圧母線　C系　受電

5

分

－ － － － ・非常用ガス処理系排風機　運転確認
5

分

－ － － －
・原子炉建屋差圧監視

・原子炉建屋差圧調整

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・復水移送ポンプ（B，C）起動／運転確認

・低圧代替注水系（常設）系統構成

－ －
（2人）

E, F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・低圧代替注水系（常設） 現場系統構成

　※復水貯蔵槽吸込ライン切替え

低圧代替注水系（常設）　注水操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　注入弁操作

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）　操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　スプレイ弁操作

中央制御室照明確保

（解析上考慮せず）

（1人）

B

（1人）

b
－ － － －

・蓄電池内蔵照明の点灯確認

・可搬型照明の設置，点灯

－ － － － ・MCR系　隔離弁操作 交流電源回復により遠隔操作可能な場合は遠隔にて隔離操作を実施する

－ － － － ・中央制御室可搬型陽圧化空調機ブロアユニット起動

（1人）

B

（1人）

b
－ － － －

・中央制御室待避室照明確保

・中央制御室待避室データ表示装置起動操作

－ － －
（2人）

c,d
－ －

・現場移動

・中央制御室待避室陽圧化装置空気供給元弁開

格納容器薬品注入操作

（解析上考慮せず）
－ －

（2人）

E, F

（2人）

e,f
－ － ・格納容器スプレイにあわせた薬品注入

経過時間（分）
備考

10 20 30 40 50 60

当直長
中央監視

緊急時対策本部連絡

指揮者

250 260 270 280 290 300190 200 210 220 230 240130 140 150 160 170 18070

各号炉運転操作指揮

緊急時対策本部要員
中央制御室連絡

発電所外部連絡

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

緊急時対策要員

（現場）

310 320

操作項目

実施箇所・必要人員数

操作の内容

80 90 100 110 120

交流電源回復操作

（解析上考慮せず）

状況判断
2人

A, B

2人

a.b
－ － － － 10分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　D系　受電操作

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　C系　受電準備操作

10分

25分

適宜実施

（1人）

A

（1人）

a

10分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　D系　受電準備操作

15分

10分

15分

15分

破断口まで水位回復後，原子炉注水と格納容器スプレイ切替え

原子炉注水と格納容器スプレイ切替え

15分
・蓄電池内蔵照明の点灯確認は対応操作中に確認可能

・可搬型照明の設置，点灯作業は適宜実施する

中央制御室　圧力調整

（中央制御室可搬型陽圧化空調機ブロアユニット起動）

（解析上考慮せず）

（2人）

C, D

（2人）

c,d

30分

常設代替交流電源設備からの

非常用高圧母線　C系　受電操作

非常用ガス処理系　運転確認
（1人）

A

（1人）

a

適宜実施

低圧代替注水系（常設）　準備操作

15分

30分

30分

中央制御室待避室の準備操作

（解析上考慮せず）

10分

30分

格納容器スプレイにあわせて実施

常設代替交流電源設備による給電開始

原子炉注水開始

事象発生

原子炉スクラム

プラント状況判断

炉心損傷開始

燃料被覆管温度1200℃到達

燃料温度約2500K(約2227℃)到達

非常用ガス処理系 運転開始

 
「重要事故シーケンス⑬雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用しない場合）」の作業と所要時間（１／２） 

6162



 

 

6号 7号 6号 7号 6号 7号

低圧代替注水系（常設）　注水操作
（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　注入弁操作

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）　操

作

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・残留熱除去系　スプレイ弁操作

非常用ガス処理系による原子炉建屋負圧操

作

（1人）

A

（1人）

a
－ － － －

・原子炉建屋差圧監視

・原子炉建屋差圧調整

（1人）

A

（1人）

a
－ － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉ウェル注水

・放射線防護装備準備／装備

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉ウェルへの注水準備

　（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）移動，ホース敷設（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）から接

続口），ホース接続）

（2人） （2人） ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による原子炉ウェルへの注水

（2人）

E,F

（2人）

e,f
－ －

・現場移動

・代替原子炉補機冷却系　現場系統構成

・放射線防護装備準備／装備

・現場移動

・資機材配置及びホース敷設，起動及び系統水張り

代替原子炉補機冷却系　運転（解析上考慮

せず）
－ － － － （3人） （3人） ・代替原子炉補機冷却系　運転状態監視

－ － － － （2人） （2人） ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による使用済燃料プールへの補給

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・燃料プール冷却浄化系系統構成

（1人）

B

（1人）

b
－ － － － ・燃料プール冷却浄化系再起動

・放射線防護装備準備

・現場移動

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への注水準備

　（可搬型代替注水ポンプ（A-2級）移動，ホース敷設（淡水貯水池から可搬型代替注水ポンプ

（A-2級），可搬型代替注水ポンプ（A-2級）から接続口），ホース接続，ホース水張り）

・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による復水貯蔵槽への補給

給油準備 － － － － ・軽油タンクからタンクローリ（16kL）への補給

給油作業 － － － － ・第一ガスタービン発電機用燃料タンクへの給油

中央制御室待避室の陽圧化

（解析上考慮せず）
－ － －

（2人）

c,d
－ －

・中央制御室待避室陽圧化装置空気供給弁開

・中央制御室待避室陽圧調整

中央制御室待避室の陽圧化維持 － － －
（2人）

c,d
－ －

・中央制御室待避室陽圧状態確認

・中央制御室待避室陽圧調整

（1人）

B

（1人）

b
－ －

・格納容器ベント準備

　　（格納容器二次隔離弁操作，バウンダリ構成，非常用ガス処理系停止）

・放射線防護装備準備／装備

・格納容器ベント準備

　　（バウンダリ構成）

－ － － －

2人

（参集）

↓

※2

2人

（参集）

↓

※3

・フィルタ装置水位調整準備

　（排水ポンプ水張り）

（1人）

B

（1人）

b
－ － ・格納容器ベント状態監視

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f
・格納容器ベント操作（格納容器一次隔離弁操作）

（1人）

B

（1人）

b
－ －

8人,※2

（参集）

8人,※3

（参集）

・フィルタ装置水位調整

・フィルタ装置pH測定

・フィルタ装置薬液補給

・ドレン移送ライン窒素パージ

・放射線防護装備準備／装備

・軽油タンクからタンクローリ（4kL）への補給

給油作業 － － － － ・可搬型代替注水ポンプ（A-2級）への給油

必要人員数　合計
2人

A, B

2人

a, b

4人

C, D , E , F

4人

c, d , e , f

※　有効性評価で考慮しない作業を含めると要員は「12人(参集要員46人）」となる

運転員

（中央制御室）

運転員

（現場）

経過時間（時間）
備考

8 12 16 20 24 28 32 36 40 44

緊急時対策要員

（現場）

適宜実施

原子炉ウェル注水

（解析上考慮せず）

上部ドライウェル内雰囲気温度低下を確認

蒸発による水位低下を考慮して定期的に注水

適宜原子炉注水と格納容器スプレイの切替えを繰り返し実施

操作項目

実施箇所・必要人員数

操作の内容

－ － － －

2人 2人

現場確認中断

（一時待避中）

600分

現場確認中断

（一時待避中）

使用済燃料プール冷却　再開

（解析上考慮せず）

代替原子炉補機冷却系　準備操作（解析上

考慮せず）
－ －

－ －
13人

（参集）

13人

（参集）

可搬型代替注水ポンプ（A-2級）による淡

水貯水池から復水貯蔵槽への補給
－ － － －

格納容器ベント準備操作

－ －

－ －
（2人）

E,F

（2人）

e,f

格納容器ベント操作

－ －

適宜実施

適宜実施

給油準備 － － － －

360分

現場確認中断

（一時待避中）

※1

（2人）

（　）内の数字は他の作業終了後，移動して対応する人員数。

作業中断

（一時待避中）

8人※

（参集要員20人）

6人

(4人),※1

2人

適宜実施

破断口まで水位回復後は，適宜原子炉注水と格納容器スプレイの切替えを繰り返し実施

事象発生

2 4 6

炉心損傷開始

破断口まで水位回復確認 格納容器圧力 限界圧力接近

原子炉注水開始

140分

適宜実施

一
時
待
避

適宜実施

一
時
待
避

一
時
待
避

適宜実施

一
時
待
避

360分

適宜実施

一
時
待
避

一
時
待
避

適宜実施

サプレッション・チェンバ・プール水位

格納容器真空破壊弁高さ到達

10分

120分

10分

120分

30分

30分

10分

120分

5分

60分

10分

60分

60分

60分

10分

 
「重要事故シーケンス⑬雰囲気圧力・温度による静的負荷（代替循環冷却を使用しない場合）」の作業と所要時間（２／２） 

6263



 

 

 

大規模損壊発生時の対応に関する教育訓練について 

 教育・訓練 教育訓練 対象 頻度 概要 

１ 

教育訓練 全対策要員に対す 

る教育訓練(118 

条) 

全所員＋関連する

請負会社従業員 

年１回以上 大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動に関する

ことについて理解を図る。 

 

 

２ 

教育訓練 緊急時対策本部指 

揮者による指揮命 

令系統教育訓練  

(17条の8、添付3) 

指揮者等（原子力防

災管理者及びその

代行者） 

年１回以上 大規模損壊発生時に通常の指揮命令系統が機能しない場合等の事象

を想定し、的確かつ柔軟に対処するために必要な力量の維持向上を図

る。 

 

 

３ 

訓練 大型化学高所放水

車・化学消防自動

車・水槽付消防ポ

ンプ自動車を使用

した教育訓練 

(17条の8、添付3) 

自衛消防隊（請負会

社従業員） 

 

年１回以上 原子炉建屋及びその周辺に航空機衝突による揮発性物質等（航空機燃

料・軽油等）の大規模な火災発生を想定した教育訓練 

・航空機衝突による初期消火及び延焼防止 

４ 

教育 技術的能力の確認 

訓練  

(17条の8、添付3) 

・指揮者等（原子力

防災管理者及びそ

の代行者） 

・自衛消防隊（請負

会社従業員） 

年１回以上 大規模損壊発生時の対応に関連する教育訓練のうち、「２．緊急時対策

本部指揮者による指揮命令系統教育訓練」及び「３．大型化学高所放水

車・化学消防自動車・水槽付消防ポンプ自動車を使用した教育訓練」を

組み合わせた内容の訓練を実施する。 

教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
１
１
（
１

/４
）

 

6364



 

 

 

大規模損壊発生時の対応に関連する教育訓練について 

 

１．全対策要員に対する教育訓練（118 条） 

(1) 概要 

大規模損壊発生時おける原子炉施設の保全のための活動に関することについて

理解を図る。 

(2) 対象 

全所員＋関連する請負会社従業員 

(3) 頻度 

年１回以上 

 

２．緊急時対策本部指揮者による指揮命令系統教育訓練（17 条の8、添付３） 

(1) 概要 

大規模損壊発生時に通常の指揮命令系統が機能しない場合等の事象を想定し、的

確かつ柔軟に対処するために必要な力量の維持向上を図る。 

(2) 対象 

指揮者等（原子力防災管理者及びその代行者） 

(3) 頻度 

年１回以上 

 

３．大型化学高所放水車・化学消防自動車・水槽付消防ポンプ自動車を使用した教育訓

練（17 条の8，添付３） 

(1) 概要 

a. 原子炉建屋及びその周辺に航空機衝突による揮発性物質等（航空機燃料・軽油

等）の大規模な火災発生を想定した教育訓練 

・航空機衝突による初期消火及び延焼防止 

(2) 対象 

自衛消防隊（請負会社従業員） 

 (3) 頻度 

年１回以上 
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４．技術的能力の確認訓練（17条の8、添付３） 

(1) 概要 

大規模損壊発生時のプラント状況の把握、情報収集、的確な対応操作の選択及び

指揮者等と各要員との連携を含めた実効性等を確認するため、総合的な訓練につ

いて実施する。 

(2) 対象 

指揮者等（原子力防災管理者及びその代行者） 

自衛消防隊（請負会社従業員） 

(3) 頻度 

年１回以上 

(4) 訓練方法 

大規模損壊発生時の対応に関連する教育訓練のうち、「２．緊急時対策本部指揮

者による指揮命令系統教育訓練」及び「３．大型化学高所放水車・化学消防自動

車・水槽付消防ポンプ自動車を使用した教育訓練」を組み合わせた内容の訓練を

実施する。 

【訓練にあたって配慮すべき事項】 

・指揮者等へのプラント状態確認結果の情報付与役、指揮者等が自衛消防隊以外の

要員（運転員及び緊急時対策要員）との連携を実施する場合の連携役として、「訓

練の進行役（コントローラー）」を設ける。 

【訓練の進め方】 

①訓練の進行役は、プラント状態の確認結果の情報を指揮者等へ付与（プラント

状態の確認過程は省略）する。 

②指揮者等は、確認結果の情報を基に初動対応フローに基づき、必要な対応操作

を判断する。 

③指揮者等が必要と判断した操作のうち、自衛消防隊が実施する対応操作は実働

で行う。操作は、自衛消防隊の役割である初期消火及び延焼防止のための大

型化学高所放水車、化学消防自動車及び水槽付消防ポンプ自動車の配備から

ホースの敷設、接続及び準備作業までを実施する。 

④指揮者等が必要と判断した操作のうち、運転員及び緊急時対策要員が実施する

ものについては、指揮者等と運転員及び緊急時対策要員（訓練の進行役が代

役）の連携※を確認する。 

※大規模損壊発生時の対応手段のうち、重大事故等発生時の可搬型設備等を

使用した、表１～表１９の対応手段については、重大事故等発生時の教育

訓練として実施していることから、連携のみを実施し、操作は実施しない。 
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(5) 確認内容 

大規模損壊発生時における原子炉施設保全のための活動に関する要領に従い、指

揮者等が的確な対応操作の選択ができることを確認する。また、指揮者等と運転

員及び緊急時対策要員、並びに、自衛消防隊の連携が図られ、手順書に従い必要

な操作ができることを確認する。 

以 上 
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火災・内部溢水・その他自然災害の教育訓練 

保安規定 条文

(抜粋) 

保安規定 添付２（教育訓練の実施） 教育訓練 実施する教育訓練の内容 

第 １７ 条（火

災発生時の体

制の整備） 

〔７号炉〕 

(3) 火災発生

時における

原子炉施設

の保全のた

めの活動を

行う要員に

対する教育

訓練 

１ 火災 

１．３ 教育訓練の実施 

防災安全ＧＭは，火災防護の対応に関する以下の教育訓練を定期的に実

施する。 

（１）火災防護教育 

全所員に対して，以下の教育訓練を実施する。また，消防車隊に対して，

以下の教育訓練が実施されていることを確認する。 

ア．原子炉施設内の火災区域又は火災区画に設置される安全機能を有す

る構築物，系統及び機器並びに重大事故等対処施設の機能を火災から防

護することを目的として，火災から防護すべき機器等の火災の発生防

止，火災の感知及び消火並びに火災の影響軽減のそれぞれを考慮した対

策に関する教育訓練 

イ．安全施設を外部火災から防護するために必要な以下の教育訓練 

（ア）外部火災発生時の予防散水に関する教育訓練 

（イ）外部火災によるばい煙発生時及び有毒ガス発生時における外気取

入ダンパの閉止，換気空調系の停止又は中央制御室の再循環運転によ

り，建屋内へのばい煙及び有毒ガスの侵入を防止することについての

教育訓練 

（ウ）森林火災から外部事象防護対象施設を防護するための防火帯の点

検等に係る教育訓練 

（エ）近隣の産業施設の火災・爆発から外部事象防護対象施設を防護す

るために，離隔距離を確保すること等の火災防護に関する教育訓練 

ウ．火災が発生した場合の消火活動及び内部溢水を考慮した消火活動に

関する教育訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育 

・中央制御室へのばい煙等

の浸入阻止・防火帯の維

持・管理、近隣の産業施

設からの隔離距離の確

保、予防散水活動 

・自衛消防隊・公設消防へ

の通報等 

・火災防護に関する知識の

習得 

・内部火災発生時の措置 

・内部溢水を考慮した消火

活動 

(2) 自衛消防隊による総合訓練 

自衛消防隊に対して，火災発生時における消火活動等に関する総合的な

訓練を実施する。また，消防車隊に対して，同内容の訓練が実施されてい

ることを確認する。 

 

 

訓練 

・消火活動 

・自衛消防隊・公設消防へ

の通報等 

(3) 運転員に対する教育訓練 

運転員に対して，火災発生時の運転操作等の教育訓練を実施する。 

 

 

訓練 

・通報、所内周知、各事象（原

子炉格納容器内における

火災発生時の対応含む）に

応じた消火、プラント停止

運転操作に関すること 

・外気取入ダンパ閉、換気空

調系の停止、中央制御室換

気空調系の再循環運転 

(4) 消防訓練（防火対応）  

消火要員に対して，火災発生時における初期消火活動に関する訓練を実

施する。また，消防車隊に対して，同内容の訓練が実施されていることを

確認する。 

 

訓練 

・初期消火活動に関する訓練 
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保安規定 条文

(抜粋) 

保安規定 添付２（教育訓練の実施） 教育訓練 実施する教育訓練の内容 

第17条の２ 

（内部溢水発生

時の体制の整

備） 

(2) 内部溢水発

生時における原

子炉施設の保全

のための活動を

行う要員に対す

る教育訓練 

２ 内部溢水 

２．２ 教育訓練の実施 

技術計画ＧＭは、溢水発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に

実施する。 

(1)全所員に対して，溢水全般（評価内容並びに溢水経路，防護すべき設備，

水密扉及び堰等の設置の考え方等）の運用管理に関する教育訓練を実施

する。 

 

 

教育 

・内部溢水事象の対処（評

価、溢水経路、防護すべ

き設備）に関する概要  
・配管の肉厚管理 
・高エネルギー配管と低エ

ネルギー配管の運転時間

管理 
・溢水量の低減に関する事

項 
・各種対策設備の追加及び

資機材持ち込み等による

床面積の見直し管理に関

する事項 
・水密扉等の設置の考え方

及び運用管理に関する事

項  
・原子炉建屋内の所内蒸気

系の隔離に関する事項 
・内部溢水発生後の機能確

認に関する留意事項 
・排水誘導経路に関する事

項 
・定検作業時の一時的なプ

ラント状態の変更に関す

る事項 

(2) 運転員に対して、溢水発生時の運転操作等に関する教育訓練を実施す

る。 

訓練 ・内部溢水発生時の判断・

運転操作に関する事項 

第17条の３ 

（火山影響等発

生時の体制の整

備） 

(2) 火山影響等

発生時にお

ける原子炉

施設の保全

のための活

動を行う要

員に対する

教育訓練 

３ 火山影響等、積雪 

３．２ 教育訓練の実施 

技術計画ＧＭは、火山影響等及び積雪発生時の対応に関する以下の教育

訓練を定期的に実施する。 

(1) 全所員に対して，火山影響等及び積雪発生時に対する運用管理に関す

る教育訓練を実施する。 

 

教育 ・火山影響及び積雪発生時

の対応に関する事項（降

下火砕物及び積雪の除去

作業に関する事項） 

(2) 運転員に対して、火山影響等発生時の運転操作等に係る手順に関する

教育訓練を実施する。 

訓練 ・火山影響等発生時の運転

操作に関する事項 

(3) 各グループ員に対して，降下火砕物防護対策施設の保守管理，点検に

関する教育訓練を実施する。 

(4) 緊急時対策要員に対して，火山影響等発生時の非常用ディーゼル発電
機の機能を維持するための対策等に関する教育訓練を実施する。 

 

教育 

 

・火山影響等より防護すべ

き施設（外部事象防護対

象施設、重大事故等対処

施設）の保守管理に関す

る事項 
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保安規定 条文 

(抜粋) 

保安規定 添付２（教育訓練の実施） 教育訓練 実施する教育訓練の内容 

第17条の４ 

（その他自然災

害発生時等の

体制の整備） 

（２）その他

自然災害発生時

における原子炉

施設の保全のた

めの活動を行う

要員に対する教

育訓練 

４ 地震 

４．２ 教育訓練の実施 

 技術計画ＧＭは、地震発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に

実施する。 

(1) 全所員に対して、地震発生時の運用管理に関する教育訓練を実施す

る。 

 

教育 ・波及的影響防止に関する

事項 

・原子炉施設への影響確認

に関する事項 

・設備の保管に関する事項 

・設備の維持管理に関する

事項 

(2) 運転員に対して、地震発生時の運転操作等に関する教育訓練を実施す

る。 

訓練 ・地震発生時の運転操作に

関する事項 

５ 津波 

５．２ 教育訓練の実施 

技術計画ＧＭは、津波発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に

実施する。 

(1) 全所員に対して、津波防護の運用管理に関する教育訓練を実施する。 

教育 ・津波影響評価に関する事項 

・船舶及び人員の退避等に

関する事項 

・津波防護施設、浸水防護

設備及び津波監視設備の

保守管理に関する事項 

(2) 運転員に対して、津波発生時の運転操作等に関する教育訓練を実施す

る。 

訓練 ・津波発生時の運転操作に

関する事項 

(3) 各グループ員に対して、津波防護施設、浸水防止設備及び津波監視設

備の保守管理、点検に関する教育訓練を実施する。 

教育 

 

・津波防護施設、浸水防護

設備及び津波監視設備の

保守管理に関する事項 

６ 竜巻 

６．２ 教育訓練の実施 

技術計画ＧＭは、竜巻発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に

実施する。 

(1) 全所員に対して、竜巻防護の運用管理に関する教育訓練を実施する。

また、全所員に対して、竜巻発生時における車両退避等の教育訓練を実

施する。 

教育 
・竜巻発生時の対応に関す

る事項（車両退避等に関

する事項含む） 

・物品の飛散防止管理に関

する事項 

・竜巻による飛来物の発生を

防止するための固縛装置

の取扱方法に関する項目 

(2) 運転員に対して、竜巻発生時の運転操作等に関する教育訓練を実施す

る。 
訓練 

・竜巻発生時の運転操作に

関する事項 

(3) 各グループ員に対して，竜巻防護対策施設の保守管理，点検に関する

教育訓練を実施する。 
教育 

・竜巻飛来物防護対策設備、

竜巻による飛来物の発生

を防止するための固縛装

置に係る保守・点検 

第17条の5 

（有毒ガス発生

時の体制の整

備） 

（２）有毒ガ

ス発生時におけ

る運転・対処要

員の防護のため

の活動を行う要

員に対する教育

訓練 

７ 有毒ガス 

７．２ 教育訓練の実施 

 技術計画ＧＭは，有毒ガス発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期

的に実施する。 

(1) 全所員に対して，有毒ガス発生時における運転・対処要員の防護のた

めの活動に係る教育訓練を実施する。 

教育 ・有毒ガス発生時の対応に

関する事項 

(2) 有毒ガス発生時における原子炉施設の保全のための運転員及び緊急

時対策要員のうち初動対応を行う要員に対して，有毒ガス発生時におけ

る防護具の着用のための教育訓練を実施する。 

訓練 ・有毒ガス発生時における防

護具の着用に関する事項 

 

 

 

教育訓練補足説明資料１２（３/３） 

6970



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

各ＧＭと力量管理の枠組み（全体イメージ）
当社の緊急時対策要員は、機能ごとに分割した機能班に属している。
それぞれの機能班には主管ＧＭがおり，主管ＧＭは力量を有する者を確保する。

各機能班の要員の確保は各GMであり，防災安全GMが表１２－３に定める要員を常時確保する。

防災安全ＧＭ

集約

別添
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　各ＧＭと力量管理の枠組み（個別イメージ）
例示として，成立性確認で主となる復旧班の仕組みを説明する。

注水隊（ﾀｰﾋﾞﾝG）

復旧班（保全部）

電源隊（電気G）

除熱隊（原子炉G）

給油隊（保全総括G）

がれき隊（土木G）

送水隊（環境施設G）

給油隊（保全総括ＧＭ）

隊員Ｂ

隊員Ｃ

隊員Ｄ

・・・

隊員Ａ

隊員Ｅ

隊員Ｆ

・・・

保全総括ＧＭの役割

PLAN

Do

Check

Ａction

年初：力量維持・確保のための計画策定

力量の維持・確保は問題ないか
（使命時間などの対応）

さらなる時間の短縮など手順の改善など実施

力量維持訓練を実施（力量付与は随時）

年度ごとに防災安全GMは保安運営委員会に付議
定期的な評価を報告（重大事故等発生時の体制の整備）

（改善内容と次年度プランへの反映）

別添
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